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＜ごあいさつ＞ 

毎日暑い日が続きますので、熱中症はもちろん、夏

バテ、夏風邪や体調管理に気を付けて、夏を乗り切り

ましょう。皆様くれぐれもお体ご自愛ください。 

 

＜インボイス制度に関する改正について＞ 

①小規模個人事業者への経過措置の見直し 

●3 割特例の創設 

個人事業者である適格請求書発行事業者の令和９年

分及び令和 10 年分の消費税申告については、納税額

を売上税額の３割とする（仕入割合を７割とみなす）

ことができることとされました。（３割特例） 

※現行の２割特例は、令和８年９月 30 日までの日の

属する課税期間で終了 

●簡易課税制度選択届出書の提出期限の特例の見直し 

２割特例や３割特例の適用を受けた適格請求書発行

事業者が、その適用を受けた課税期間の翌課税期間に

係る確定申告期限までに、簡易課税制度選択届出書を

提出したときは、その翌課税期間から簡易課税制度を

適用することができることとされました。 

※特例の見直しは、上記の翌課税期間が令和８年 10

月１日以後に終了する課税期間である場合に適用 

 

 

 

 

 

②インボイス経過措置の見直し 

●控除可能割合等の見直し（７・５・３割控除） 

免税事業者など適格請求書発行事業者以外の者から

行った課税仕入れにつき、その一定割合を控除できる

経過措置について、適用期限を２年間延長した上で、

以下のとおり控除可能割合が見直されました。 

 

 

 

 

 

 

●控除限度額の見直し 

一の適格請求書発行事業者以外の者からの課税仕入

れの額の合計額がその年又はその事業年度で１億円を

超える場合には、その超えた部分の課税仕入れについ

て、本経過措置の適用を認めないこととされました。 

※控除限度額の見直しは、令和８年 10 月１日以後に

開始する課税期間から適用 

 

＜８月・９月の税金・労務関係＞ 

① ６月決算の確定申告・１２月決算の中間申告 

② 個人事業税の納付…8 月末日 

③ 個人事業者の消費税等の中間申告…8 月末日 

④ 個人市県民税の納付（第２期分）…8 月末日 

⑤ 社会保険の標準報酬決定通知…８月頃 

 

＜若松家の出来事＞ 

現在、長男（中 2）、次男（中 1）、長女（小 4）、三

男（小 1）の父親として育児に奮闘しております。 

先月は、大奮発してシンガポールに行ってきました。 

ＵＳＳやプール・ナイトサファリなどをメインに、食

事・観光やショッピングを楽しみました。また、子供

達は初の海外旅行だったため、出入国手続きや英会話

など、貴重な体験をすることができたと思います。 

なお、次の海外旅行のリクエストがでてますが、時期

的・予算的にも６・７年後頃を希望したいところです。 

夏休みはまだまだ続きますので、たくさん思い出を

つくりたいと思います。なお、妻の方は、夏休みに入

ってから毎日子供達が家にいるため、いつも以上に奮

闘しております。今後も、諸先輩方には、子育て等色々

とご指導頂ければ幸いです。 

 

 
最後までお読みいただきありがとうございます。 

ご質問等ございましたら、 

電話・メール・ＦＡＸにて 

お気軽にご連絡下さい。 

若松大介税理士事務所 

下関市山の田中央町 4-17 

電 話：083-242-1448 

ＦＡＸ：083-242-1449 

E-mail： info@wakamatsu-office.com 

 ＨＰ：www.wakamatsu-office.com 


